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(1) 走査トンネル顕微鏡 (STM) の機構を具えたマイクロ溶融加工実験装置を試作し，電極と試料開の間隔および
平面的位置の設定がナノメーターレベルで、可能で、あることを確認している O
(2) 溶融・蒸発の潜熱を考慮した熱伝導論的検討から，入熱時間を 10 12 ，....，.， 10 13W / m 2 のパワー密度が必要であること
を示している O そして STM 観察時に数ボルトのパルス印加によって 20""""40nm の蒸着物が生成すること，ならび
に蒸着物の体積がパルスのパワーにほぼ比例していることを見出している。




(5) パルス放電を用いる事によって 1nm から 10nm の溶融部を得ることができる。パルス電圧および電流値は，
溶融部の直径に影響する O このことはパルス条件の制御が溶融部の制御に極めて重要であることを示している。
以上のように，本論文は微細な電極と精細な変位調整機構を備えたマイクロ溶融加工実験装置を試作し，真空中の
絶縁破壊とそれにつづくマイクロ放電によってマイクロメータレベルの大きさの溶融ビートを可成り高く再現できる
ことを示したもので，生産加工工学およびマイクロ加工技術の発展に寄与する所が大きい。よって，本論文は博士論
文として価値あるものと認める O
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